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プレスリリース  

2015 年 07 月 13 日 

報道関係各位 

 

オートフォームジャパン、AutoFormplus R6 を発表 

プレス成形のデジタル・プロセス・チェーンを拡充する強力な新機能を提供 

 
プレス成形業界向けソフトウェア・ソリューションの世界有数のサプライヤーである AutoForm 
Engineering GmbH（本社：スイス）の日本法人、オートフォームジャパン株式会社（東京都港区、代
表取締役：マルコ A. クリベリ）は、プレス成形向けソフトウェアの最新バージョン「AutoFormplus 

R6」を発表しました。これにより、プレス成形のデジタル・プロセス・チェーン全体にわたり、ユー
ザーをサポートする強力な機能を提供します。 

 
AutoFormplus R6 は、新たな機能群の提供を通じて、デジタル・プロセス・チェーンの拡充を実現する
ことを目的としています。今回のリリースから提供されるようになった、ドロービード・モデル、ブ
ランク定義、機能強化されたスプリングバック見込み補正、分析的工程改善、完全統合されたヘミン
グ・ソリューションなどのオプション機能を通じて、AutoForm が長年取り組んでいるプレス成形にお
ける設計工程全体の効率化を実現し、加速を促します。 

 

最新の AutoFormplus R6 の中で、最も顕著なイノベーションのひとつが、アダプティブ・ライン・ビー
ドと組み合わせて使う「ドロービード緩和戦略」（ドロービードの最適化）です。新たな機能を開発
した目的は、ユーザーがドロービードを検討して最適化する際に、現実を反映した使いやすいモデル
を提供することにあります。「ドロービード緩和戦略」で、ビード高さ、ビード半径や溝半径など、
ドロービードの形状を修正する際の優先順位、サイズ、そして範囲を定義します。このモデルによっ
て定義したすべてのパラメータは、ひとつのパラメータとして使うことができます。ユーザーは、複
雑なドロービード形状を定義するために、多くのパラメータを扱うことなく、ひとつのパラメータの
みに注力できるため、複雑な部品を解析する場合でも、効率よく工程設計ができます。また設計にお
けるドロービードの扱いは、現実のトライアウトと同等で、わかりやすさにおいてもメリットが得ら
れます。なお、このモデルは AutoForm-Sigmaplus による複数のシミュレーションでも使用が可能です。 

その他の特記事項として、最新の AutoFormplus R6 では、ブランク定義のオプションが追加されました。
これによって複雑なブランク・タイプの選択が可能となり、パッチワーク、テーラードおよびテーラ
ー・ロールド・ブランクも組み合わせることができるため、材料使用率やコスト・パフォーマンスの
最適化が実現します。埋め込みのシェブロン・ブランク形状は、材料コスト最適化の追加オプション
となります。さらに AutoFormplus R6 では、異なるコイル幅のコスト差を考慮しながら、最善のネステ
ィング・レイアウトを提供するため、材料コストおよび材料使用の最小化をベースに、コイル上のブ
ランクの最適なレイアウトを計算することができます。 

ヘミング工程に携わるユーザーには、AutoFormplus R6 の完全統合されたヘミング・ソリューションが
大きなメリットを提供します。 この統合によって、ワークフローの効率化が加速し、さらにグラフ
ィック・ユーザー・インターフェースも新しく機能強化されました。AutoFormplus R6 は、ロールおよ
びテーブル・ヘミング、そしてこれらの組み合わせを含む、最新のヘミング技術をサポートしていま
す。最新バージョンでは、ユーザーはクランプ固定の設計検証、スプリング制御ローラーの事前定義
された軌道の追従の可否の確認、さらにはヘミングの不具合の可能性の評価ができ、完全に組み立て
た状態のスプリングバックを予測します。これはインナーおよびアウター部品の見込み補正における
基礎情報となり、またヘミング器具の調整にも有効です。AutoFormplus R6 では、選択したヘミング工
程にもよりますが、わずか 2～6 時間でフードのシミュレーションを実行することができます。この
驚異的なスピードも AutoFormplus R6 のユーザーにとっては大きな利点になるでしょう。 

弊社コーポレート･マーケティング部門担当役員のマーカス・トマ（Markus Thomma、工学博士）は次
のようにコメントしています。「最新リリースのモットーである『デジタル・プロセス・チェーンの
拡充』を実感していただくためにも、ユーザーの皆様は世界中で開催される 20 以上のロールアウ
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ト・イベントにぜひご参加ください。見識を広げる機会になることはもちろん、AutoFormplus R6 の活
用法についても、十分にご納得いただける機会になるはずです。最新バージョンのリリースによって、
AutoForm が長年取り組んでいるプレス成形における設計工程全体の効率化を実現し、さらには加速を
促すことで、ユーザーの皆様が大きな便益を享受できるであろうことを確信しています。」 

 

 

 

 

AutoForm Engineering GmbH について  

AutoForm は、金型設計およびプレス成形業界のプロセス・チェーン全体にわたるソリューションを提供してい

ます。業界に精通した社員 250 名を擁し、製品の製造、工具・原料費計算、ダイフェース設計、バーチャル・

プロセス最適化に特化したソフトウェアのリーディング・カンパニーとして高く評価されています。ユーザー

数は 2500 を超え、大手自動車メーカー20 社をはじめ、世界 40 カ国、500 社以上の企業で利用されています。 

スイスのチューリッヒを本拠として、その拠点網はドイツ、オランダ、フランス、スペイン、イタリア、アメ

リカ、メキシコ、ブラジル、インド、中国、日本、韓国に広がっています。 この他 15 カ国以上に代理店を設

けています。詳しくは弊社ウェブサイトをご覧ください。www.autoform.com 
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このリリースに関するお問い合わせ、データのリクエスト先は: オートフォームジャパン株式会社 

ビジネス･ディベロップメント 藤川 敏弘 電話： 03-6459-0881 E メール：info@autoform.jp 

高解像度の画像データが必要な方はお問い合わせください。 

 
 

mailto:info@autoform.jp

